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　「
権
力
者
の
間
で
信

義
が
守
ら
れ
る
の
は
、 

力
に
よ
っ
て
の
み
で
あ

る 

」
と
は
イ
タ
リ
ア
・

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
政
治

思
想
家
マ
キ
ャ
ベ
リ
の

言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、

「
信
義
を
守
る
こ
と
な

ど
気
に
し
な
か
っ
た
君
主
の
ほ
う

が
、
偉
大
な
事
業
を
成
し
遂
げ
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
」
と

も
▼
ま
あ
、「
偉
大
な
事
業
」
が

正
義
に
基
づ
く
も
の
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
し
、
結
果
良
け
れ
ば
手

段
も
何
も
問
わ
れ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
内
外
を

問
わ
ず
政
治
の
世
界
は
道
徳
的
規

範
の
範

は
ん
ち
ゅ
う疇
外
で
あ
る
こ
と
が
多

い
の
は
歴
史
を
見
て
も
明
ら
か
だ

▼
今
年
6
月
に
行
わ
れ
た
「
米
朝

首
脳
会
談
」
の
先
行
き
が
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
る
と
、

マ
キ
ャ
ベ
リ
の
言
葉
が
現
実
的
に

迫
っ
て
く
る
。
信
義
よ
り
力
に
よ

る
対
立
と
な
る
の
か
▼
最
近
の
世

界
に
お
け
る
指
導
者
を
見
る
と
、

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
、
中

国
の
習
近
平
国
家
主
席
、
ア
メ
リ

カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
、
北
朝
鮮

の
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統

領
な
ど
、
権
力
志
向
の
支
配
者
的

人
物
が
目
立
つ
。
ま
さ
に
「
力
」

の
政
治
家
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
▼

こ
れ
か
ら
の
国
際
政
治
の
場
は
、

こ
う
し
た
支
配
者
た
ち
の
バ
ト
ル

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
リ
ン
グ
と
化

す
の
だ
ろ
う
か
。
な
ん
だ
か
、「
民

主
主
義
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
ど

こ
か
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ

た
感
が
す
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
、

こ
れ
ら
支
配
者
の
登
場
は
、
人
々

が
民
主
主
義
と
い
う
も
の
に
倦う

み

疲
れ
た
反
動
な
の
か
も
し
れ
な

い
。                                                                        

　
岡
山
・
四
国
・
山
陰
の
三
教
区
合
同
で
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
「
第

14
回
戦
歿
者
慰
霊
・
世
界
平
和
の
祈
り
『
天
台
宗
平
和
祈
念
法
要
』」

が
7
月
14
日
、
広
島
平
和
記
念
公
園
内
の
原
爆
供
養
塔
前
に
て
営
ま

れ
た
。
法
要
に
は
三
教
区
有
志
住
職
並
び
に
岡
山
教
区
第
6
部
の
檀

信
徒
ら
約
80
名
も
参
列
、
先
の
大
戦
戦
歿
者
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る

と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
っ
た
。
ま
た
、
同
時
に
直
前
に

起
き
た
西
日
本
豪
雨
災
害
の
犠
牲
者
に
も
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

　
同
法
要
は
、
開
宗
1
2
0
0

年
慶
讃
大
法
会
記
念
事
業
と
し
て

行
わ
れ
た
三
県
（
広
島
・
鹿
児

島
・
沖
縄
）
特
別
布
教
の
一
環
と

し
て
、
平
成
17
年
に
広
島
で
執
り

行
わ
れ
、
今
年
で
第
14
回
目
を
迎

え
た
。

　
先
の
大
戦
の
犠
牲
者
や
原
爆
犠

牲
者
の
慰
霊
と
と
も
に
、
悲
惨
な

戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和

の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
毎
年
営
ま
れ
て
い
る
。

　
同
日
の
法
要
は
、
午
後
2
時
よ

り
、
木
村
俊
雅
四
国
教
区
宗
務
所

長
を
導
師
に
、
見
上
知
正
山
陰
教

区
宗
務
所
長
、
永
宗
幸
信
岡
山
教

区
宗
務
所
長
、
三
教
区
有
志
住
職

ら
の
出
仕
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

た
。

　
ま
た
、
水
尾
寂
芳
延
暦
寺
一
山

禪
定
院
住
職
、
森
定
慈
仁
一
隅
を

照
ら
す
運
動
総
本
部
長
、
葉
上
観

行
宗
議
会
議
員
（
岡
山
）、
大
西

栄
光
宗
議
会
議
員
（
四
国
）
ら
が

来
賓
と
し
て
参
列
し
た
。

　
法
要
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
森

定
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
長

が
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
大

半
と
な
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
が
伝

え
ら
れ
に
く
く
な
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
原
爆
犠
牲
者
へ
の
回
向
と

世
界
平
和
を
希
求
す
る
同
法
要

を
、
今
後
と
も
絶
や
す
こ
と
な
く

続
け
る
こ
と
の
意
義
を
強
く
訴
え

る
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
謝
辞
に
た
っ
た
永
宗
岡

山
教
区
宗
務
所
長
は
「
身
元
不
明

や
引
き
取
り
手
の
な
い
遺
骨
を
祀

る
『
原
爆
供
養
塔
』
を
知
っ
て
い

た
だ
く
意
味
で
も
、
こ
の
法
要
を

家
族
や
縁
あ
る
方
々
な
ど
に
広
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
々

に
参
列
し
て
も
ら
え
る
よ
う
行
動

し
て
い
き
た
い
」
と
同
法
要
へ
の

思
い
を
述
べ
た
。

　
戦
後
も
70
数
年
を
経
て
、
戦
禍

の
悲
惨
さ
が
忘
れ
ら
れ
て
い
く
風

潮
に
あ
る
今
、
三
教
区
で
は
戦
争

と
原
爆
の
犠
牲
者
の
回
向
と
世
界

平
和
を
祈
る
同
法
要
を
、
今
後
も

粘
り
強
く
続
け
て
い
く
意
向
で
あ

る
。（
4
・
5
面
に
関
連
記
事
）

平
成
30
年
7
月
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
　

　
　
　
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

天
　
　
　
　
台
　
　
　
　
宗

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

平和への願い、比叡山から世界へ
比叡山宗教サミット 31周年
「世界平和祈りの集い」
ライブ動画配信のご案内

　比叡山宗教サミット 31 周年「世界
平和祈りの集い」が 8 月 4 日に開催
されます。今年も当日の模様をイン
ターネットでライブ配信することにい
たしました。式典に出席出来ない方や
檀信徒の皆様と共にご覧頂くなど、是
非ともご活用いただき、共に世界平和
を祈念いたしたく存じます。
　詳細は、天台宗公式ホームページの
特設サイトからご覧ください。

配信日時　平成 30年 8月 4日（土）	
　　　　　15:00 〜 16:00　
特設サイト　
　http://www.tendai.or.jp/summit/

核
の
脅
威
、
悲
惨
な
戦
争
を
忘
れ
ぬ
た
め
に

「天台宗平和祈念法要」を厳修
一隅を照らす運動　第14回「戦歿者慰霊・世界平和の祈り」

木村四国教区宗務所長を導師に営まれた「天台宗平和祈念法要」　広島平和記念公園・原爆供養塔前


